
クロマツ植樹作業

被
災
地
の
早
期
復
旧
に
向
け
海
岸
防
災
林
を
再
生

東
北
森
林
管
理
局　

仙
台
森
林
管
理
署

署の基礎
データ

管内概要
　仙台森林管理署は、蔵王山を有す
る奥羽山脈から太平洋沿岸の海岸防
災林までの、宮城南部流域を森林計
画区とし、５市８町に広がる国有林
約５万５千ヘクタールを所管してい
ます。
　管内国有林の 65 パーセントは蔵王
国定公園等の自然公園に指定されて
おり、多くの観光客が訪れています。
　また、国有林率が高い七ヶ宿町で
は、市町村からの相談に対しアドバ
イスを行う「森林・林業コンシェル
ジュ」を設置し、民有林と連携した
森林共同施業団地の設定等に取り組
んでいます。

所 在 地 宮城県仙台市青葉区東照宮一丁目 15 －１
区 域 面 積  278,320ha
う ち 森 林 面 積  163,878ha
う ち 国 有 林  55,410ha
管轄区の関係市町村 ５市８町　仙台市、白石市、蔵王町ほか

仙台森林管理署管内図

海
岸
防
災
林
の
沿
革

　

仙
台
湾
沿
岸
で
は
、
古
く
か
ら
海
岸
付
近
の

開
拓
の
際
に
は
、
海
か
ら
内
陸
へ
吹
き
込
む
潮

風
や
飛
砂
を
押
さ
え
る
た
め
に
、
森
林
が
必
要

で
あ
る
こ
と
が
経
験
的
に
知
ら
れ
て
お
り
、
仙

台
藩
の
開
祖
で
あ
る
伊
達
政
宗
が
ク
ロ
マ
ツ
林

の
整
備
を
指
示
し
た
こ
と
を
契
機
に
海
岸
防
災

林
の
造
成
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
治
時
代
以
降
は
藩
有
林
を
引
き
継
い
だ

国
、宮
城
県
、市
町
、地
域
の
人
々
の
手
に
よ
り
、

海
岸
防
災
林
の
造
成
、
維
持
管
理
が
続
け
ら
れ
、

東
日
本
大
震
災
以
前
に
は
、
一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
超
え
る
規
模
に
至
り
ま
し
た
。

海
岸
防
災
林
の
役
割
と

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
害

　

海
岸
防
災
林
は
潮
害
や
、
季
節
風
に
よ
る

飛
砂
、
風
害
等
の
海
岸
特
有
の
被
害
を
防
ぐ

ほ
か
、
防
潮
堤
等
と
と
も
に
津
波
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
減
衰
効
果
等
を
持
ち
、
農
地
や
居
住

地
を
災
害
か
ら
守
る
等
、
地
域
の
生
活
環
境

を
保
全
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま

仙台
森林管理署

宮城県
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取 組
国有林野事業の
取 組

国有林野事業の



海
岸
防
災
林
の
再
生
に
向
け
て

　

海
岸
防
災
林
は
他
の
防
災
施
設
と
異
な
り
、

そ
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、

木
の
生
長
に
か
か
る
50
〜
１
０
０
年
と
い
っ
た

長
い
年
月
が
必
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
か

ら
の
海
岸
防
災
林
の
整
備
を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
観
点
か
ら
、
柴
田
農
林
高
等
学
校
の
生
徒

を
対
象
と
し
た
現
地
見
学
会
を
昨
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、生
育
基
盤
の
造
成
が
完
了
し
た

箇
所
へ
、良
好
な
初
期
成
長
が
期
待
さ
れ
る
コ

ン
テ
ナ
苗
を
植
栽
し
た
状
況
を
見
学
し
、海
岸

防
災
林
の
再
生
に
向
け
た
考
え
方
や
コ
ン
テ
ナ

苗
の
植
栽
方
法
・
効
果
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た

（
写
真
５
）。さ
ら
に
、今
秋
に
は
海
岸
防
災
林
に

続
き
、立
木
の
伐
採
と
再
造
林
を
連
続
的
に
行

う
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の
作
業
現
場
の
見
学
も

予
定
し
て
お
り
、海
岸
防
災
林
の
み
な
ら
ず
、生

徒
の
皆
さ
ん
が
森
林
・
林

業
に
対
す
る
幅
広
い
知

識
を
得
ら
れ
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
、
引
き
続
き

地
域
に
お
け
る
海
岸
防

災
林
再
生
の
重
要
性
を

伝
え
る
取
組
を
行
い
な

が
ら
、
海
岸
防
災
林
が
、

再
び
私
た
ち
の
生
活
を

守
っ
て
く
れ
る
頼
も
し

い
存
在
に
な
る
よ
う
復

旧
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

順調に生育するクロマツ

生育基盤の造成

海岸防災林の被災・復旧状況
出典： 仙台河川国道事務所ホームページ（http://www.thr.mlit.go.jp/sendai）
 「海岸航空写真」を加工して作成

高校生対象の現地見学会

た
、
海
岸
防
災
林
は
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
場
と
し
て
の
機
能
も
あ
り
、
多
方

面
に
お
い
て
古
く
か
ら
人
々
の
生
活
に
深
く

関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
で
は
、
巨
大
津

波
に
よ
り
、
仙
台
湾
沿
岸
で
総
延
長
約
40
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
、
内
陸
４
〜
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ま
で
浸
水
し
、
同
沿
岸
の
海
岸
防

災
林
の
多
く
が
消
失
す
る
等
、
甚
大
な
被
害

を
受
け
ま
し
た
。

  

こ
の
た
め
、
津
波
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
宮

城
県
の
沿
岸
部
で
は
、
震
災
直
後
か
ら
防
潮

堤
の
建
設
と
と
も
に
、
海
岸
防
災
林
の
復
旧

を
進
め
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。
事
業
の
実
施

に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
等
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
沿
岸
部
の
復
旧
・
復
興
工
事
と

の
調
整
を
図
っ
て
い
ま
す
。

国
直
轄
事
業
に
よ
る

海
岸
防
災
林
の
復
旧

　

仙
台
湾
地
区
の
民
有
林
の
復
旧
に
つ
い
て

は
、
宮
城
県
知
事
か
ら
の
要
望
を
受
け
、
当

署
が
直
轄
事
業
と
し
て
国
有
林
の
海
岸
防
災

林
の
復
旧
と
一
体
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
当
地
域
の
海
岸
防

災
林
の
構
成
樹
種
で
あ
る
ク
ロ
マ
ツ
の
根
の

健
全
な
成
長
を
確
保
す
る
た
め
に
、
盛
り
土

を
す
る
等
、
生
育
基
盤
の
造
成
を
行
っ
た
上

で
、
順
次
、
植
栽
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、春
か
ら
夏
は
海
か
ら
の
風
（
イ
ナ
サ
）

が
、秋
か
ら
冬
は
蔵
王
山
か
ら
の
風
（
ナ
ラ
イ
）

が
吹
く
た
め
砂
が
飛
び
、
植
栽
し
た
苗
木
を

傷
つ
け
枯
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
防
風

柵
で
囲
い
苗
木
の
保
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
植
栽
し
た
ク
ロ
マ
ツ
は

概
ね
順
調
に
生
育
し
て
い
ま
す
。苗
木
が
確
実

に
育
つ
よ
う
、根
腐
れ
を
防
ぐ
た
め
の
排
水
対

策
を
改
良
す
る
な
ど
の
工
夫
に
努
め
な
が
ら
、

平
成
23
年
か
ら
約
10
年
間
で
植
栽
を
完
了
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
写

真
３
・
４
）。

　

当
署
が
管
轄
す
る
国
有
林
の
海
岸
防
災
林
の

中
で
も
、
生
育
基
盤
の
造
成
が
完
了
し
た
箇
所

の
一
部
つ
い
て
は
、
復
旧
に
協
力
し
た
い
と
い

う
全
国
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
企
業
、
民
間
団
体
等

と
協
力
し
て
植
栽
や
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
、
約
11
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
25
団
体

が
植
栽
等
を
行
い
、
被
災
地
の
早
期
復
旧
に
尽

力
し
て
お
り
、
今
後
も
、
民
間
団
体
等
と
協
力

し
た
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
（
写
真
１
）。
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企
業
、民
間
団
体
な
ど
と
協
力
し
た

植
栽
・
保
育

【被災前：H22.9.29】 【被災後：H23.9.10】【復旧状況：H27.12.20】

海

岸

防

災

林

林帯や湿地
等を保全

生
育
基
盤
造
成
後
・
植
栽
実
施
中


